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研究成果の概要（和文）：平民が強い土地所有権を有し、定住志向を持つ日本社会は、東アジア

の中で特異だ。平安時代の「良き死を支え合う仲間」からこの社会が始まったが、肉親の付き

合いが弱くなった。グローバル経済のため、人間関係が弱くなった日本社会では、孤独死の不

安が強まっている。インターネットを活用し、「看取り仲間」を増やすことで、死を積極的に受

け入れられる社会となり、生の充実と無駄な医療費の削減が可能となる。 

 
研究成果の概要（英文）：In Japan, ordinary people have strong titles to their land, and 
long to live the same village. In this way, Japanese society has been unique in East Asia. 
But in Japan, the relationship between family relatives has been very weak. Recently, 
anxiety about solitary death has increased, due to human relations being destroyed by 
neoliberalism. In the present age, by means of the internet, new communities can be formed 
to assist those close to death. This brings comfort to life's end, and eliminates 
unnecessary medical expenses. 
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 直接経費 間接経費 合 計 
年度  

年度  

2008 年度 3,800,000 1,140,000 4,940,000 

2009 年度 3,600,000 1,080,000 4,680,000 

2010 年度 4,200,000 1,260,000 5,460,000 

総 計 11,600,000 3,480,000 15,080,000 

 
 
研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：地域研究・地域研究 
キーワード：死生観、シャーマニズム、日本史、共同体、東洋史、教育学、社会学、日本・中

国・タイ・カンボジア、宗教学、宗教、土俗、グローバリズム 
 
１．研究開始当初の背景 
 経済のグローバル化の下、血縁・地縁・社
縁共同体の解体が進み、従来の宗教価値も失
われた、生への不安とともに死に対する不安
も増大している。死の忌避は、不要な医療費
の増大や家族の過剰負担など深刻な社会問

題を生んでいる。 
２．研究の目的 
 東アジアにおける死生観の比較検討を通
して、日本文化の位相・特質を見いだす。グ
ローバル化の進展の中で求心力を失い、個と
して彷徨いつつある日本人が、より良き死を
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積極的に受容し、このことで充実した生を得
られるよう、新たなる日本の死生観の構築の
道を切り拓く。 
３．研究の方法 
(1)金子は歴史的考察を中心に、古代〜近世
の日本社会の構造変化と死生観の変容につ
いて考察し、フィールドワークをおこないつ
つ東アジアとの比較を行った。意識の真相に
潜むシャーマニズム的感覚も重視した。 
(2)牧田は東アジア・南アジアでのフィール
ドワークを行い、現在の死生観とその変化を
調査した。また、湯瀬と連動して東アジアで
のアンケートを進め、死生観の比較を行った。
(3)岡本は日本近世末期から現在の、死穢を
中心とする排除構造・排除感覚を考察し、東
アジア的比較を行った。この際、「宗教的外
部」を重要な軸とした。 
(4)湯瀬は死生観に関するアンケートを担当
し、統計学的分析を行った。 
(5)海外研究者との連動は、韓国釜山市の国
立釜慶大学校人文社会科学大学付属東北亜
文化研究所をハブとし、東アジア・南アジア
各国の研究者と連動し、成果を東北亜細亜文
化学会などで発表し、さらに連動を深めた。 
４．研究成果 
(1)東アジアにおける日本文化の史的特質に
関する研究成果。日本社会の定住志向は極め
て特徴的である。定住性は、土地等に対する
常民の強い所有権と一体である。これらを担
保するのは血縁ではなく、地縁・職縁などの
契約的共同体である。契約共同体社会は、平
安後期〜鎌倉時代を通しての大社会変動の
中で成立した。この変動の嚆矢は平安中期の
二十五三昧会などの往生共同体運動であっ
た。血縁内に留められていた死穢に契約共同
体が関わるにようになり、血縁結合が後景に
退き始めた。12 世紀からの南宋経済圏への参
入・宋銭の流入により、交換経済軸とする市
場システム社会へと日本は変容した。宋・元
終焉部で日本が新グローバルシステムに最
もよく適合できたのは、往生共同体による契
約社会化が始まっていたためである。交換経
済社会・契約社会への移行は、鎌倉末〜南北
朝期の「惣」の成立により完成し、この社会
システムは今日に連続している。往生共同体
は「惣」結成と同時もしくはやや先行して設
立し、「惣」の成立要因となる。金子が新発
見した兵庫県稲美町森安南霊園明徳五年石
造阿弥陀如来像は、新義律派が往生共同体結
成を主導し、用水整備とあいまって「惣」が
結成された事実を示している。死生観などの
価値観は、上記の鎌倉末〜南北朝期に大断絶
を生じた。死穢が血縁という結界から飛び出
し、拡散し、死穢への忌避が抽象化し、強化
された。タントリズム・シャーマニズム的世
界が社会の表層からスクレイプされた。聖別
されていた在地陰陽師＝宗教的芸能民は、一

部は宗教性を喪失した芸能民（能楽の徒）へ
と上昇するが、他は差別される身分へと墜と
された。真言立川流などのタントリズム的世
界は弾圧され、ほぼ消滅した。生と死とが一
体となり、生に死の要素が強く埋め込まれた
渾然たる価値世界から、生の要素が純化され
る価値世界へと移行した。死の忌避は、契約
共同体という装置が担保していた。現在の日
本では、地域共同体は崩壊し、グローバリズ
ムの下で職場共同体も喪失されるに至った。
元より、血縁共同体の範囲は狭く、その紐帯
も薄弱である。宗教的価値もとうに破壊され
た現代の日本人は、最も「個化」の不安にさ
らされており、その不安は臨終時に特に表面
に現れる。徒な死の拒絶は、当人・家族・社
会の負担を増大させている。 
(2)近現代日本社会と死生観。現代の日本社
会は、死穢等の非合理な感覚を既に捨て去っ
たかのごとく装っているが、深層では中世後
期以来の死穢観念などの非合理的感覚が強
く残存している。死穢は今村仁司のいう排除
される「第三項」として社会システムの中に
強く組み込まれ、システムを支えている。セ
ーラー服（男性衣装の女性化）などの矛盾を
内包する要素には死穢などの排除項として
の性格がすり込まれている事実を発見した。
異教などの価値外部の存在にも、死穢などの
排除項としての規定が与えられる事実も確
認した。死生観に関するアンケートを通して
も、日本では若年層を含めて、東アジアの中
でも強く死穢などの非合理的感覚を残存さ
せていることが判明した。 
(3)今日的課題と未来への提言。孤独死に代
表される「終末のあり方」は今日の日本にお
いて深刻な問題となっており、解決が急がれ
る。今日の日本社会では、すべての社会関係
がバルキングを生じてしまい、終末に寄り添
ってくれる血族・隣人・友人も、そして神仏
との結合も喪失しており、孤独死を積極的に
受け入れる個も成立していない。死を積極的
に受け入れる価値構造の構築が求められて
いる。死の積極的受容により不要な医療費や
人的負担を軽減し、さらには「生」自体の充
実をはかれる。近年、各地で発生している「看
取り仲間」はこの鍵となろう。この活動は、
日本社会を根底から変革した、平安期の二十
五三昧会等の往生共同体運動に重なる。不確
かながらしなやかでしたたかな結合力を発
揮するネット社会は、「看取り仲間共同体」
の形成を促進する可能性を有している。社会
的にこれを支えていきたい。 
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